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うさぎ組担任 

 

いよいよ 3 月！まだ朝晩は冷え込みますが、少しずつ暖かい風を感じるようになりました。 

春はもうすぐですね♪そして、うさぎ組で過ごす時間も残り１ヵ月となりました。子どもたちと楽しい 

思い出をたくさん作りながら、期待を持って進級できるように充実した日を送りたいと思います。 

 

 

・ぺんぎん組の部屋へ遊びに行き、安心して過ごせる

機会を作ります。 

・春の訪れを感じながら、たくさん散歩に出かけたい

と思います。 

・年長組との交流を楽しみながら、「ありがとう」の気

持ちを伝えていきたいと思います。 

★1 年を振りかえって★ 

 

★今月の活動★ 

★みんな一緒に★ 

この一年で子どもたちはたくましく成長しましたね！進級当初は、まだ一人では難しかったことも、今

では身の回りのことを進んで取り組む姿が見られるようになりました。着替えも「自分で出来るから見て

てね！」と意欲的です。そして脱いだ服を丁寧に畳む子も！『自分のことは自分で』最後まで黙々と取り

組み「できた！」と自信に満ちた姿がたくさん見られています。また、お手伝いも大好きです。テーブル

を拭いたり、玩具をウエットティッシュで拭いたり、荷物を運んだりと小さな先生になった気分で喜んで

やってくれています。 

友だちとの関わりの中では、順番を待つことを覚えました。「1、2、3、…１０」と数えて交代したり、

子どもたちが話し合って「次○○ちゃんね」とルールを決めたりと頼もしい様子も見られました。散歩で

は、保育者と手を繋がず友だち同士で手を繋いで上手に歩けるようになり、「もうすぐぺんぎん組さんに 

なるから」と言って頑張っています。 

1ࡎࡍ 年間ありがとうございましたࡎࡍ 
今年度もコロナの渦が続きましたが、日頃の保育へのご理解とご協力をありがとうございました。いよ 

いよ、4 月になる頃には進級の期待感を膨らませ、元気に駆け回る子どもたちの姿が目に浮かびます。 

今後の成長を願いつつ、担任一同子どもたちと共に残りの日々を大切に過ごしていきたいと思います。 

これからもよろしくお願い致します。 

今月のうた 

・うれしいひなまつり 

・そうだったらいいのにな 

・キャベツの中から 

「富士山つくらない？」と R くんの一言でみんなが「いいね～」と始まった砂山作り！！大きなシャ

ベルで砂を掘る子、トラックの荷台に砂を乗せて運ぶ子、そしてシャベルで形を整える子など、子ど

も同士で協力し合い 1 つの物を完成させていました。顔に砂が付いても手や足が真っ黒になっても夢

中になる姿を見て、健康な心と体・自立心・協調性・言葉など 10 の姿が育っていると思いました。

そして、時々ケンカもしながら、自分の気持ちを伝えることだけでなく、友だち（相手）の気持ちに

も気付くようになり、「ありがとう」「ごめんね」が言えるようになってきました。笑ったり、泣いた

り、怒ったり…ころころ表情が変わる子どもたち。心も成長していますね。 


